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例会報告（平成23年3月31日） 　そこで現在、ロータリアンとして何をすべきか、

また何をすべきかが問われています。ぜひとも未曾

有の大災害ですので会員おひとりおひとりの心温ま

る善意をお願いいたしまして挨拶といたします。

会長挨拶

 会　長　森川　忠

 「手に手つないで」

 「四つのテスト」

 会　長　森川　忠

 会　長　森川　忠

 幹　事　行木英夫

点 鐘

ソ ン グ

唱 和

会 長 挨 拶

会 務 報 告

幹 事 報 告

プログラム

　各委員会報告

　冒頭、 3月11日の東日本

大震災で甚大な被害を受け

亡くなられた方、住まいや

職場を破壊された方に対し

まして、心よりご冥福とお

見舞い申し上げます。これ

らの地域の一日も早い復興、復旧をご祈念いたしま

す。

当クラブの例会も二週にわたり臨時休会とさせてい

ただき会員各位には大変なご心配、ご迷惑をかけた

ことをお詫び申し上げます。

　さて、今回の大震災では千葉県内近隣地域でも被

害が続出してしまいました。当クラブ会員にも津波

による被害に遭われた方もおり、あらためてお見舞

い申し上げます。また福島第一原子力発電所の損壊

で近隣地域の方の避難や農産物への被害など予測の

つかない影響がでています。この地域でも「自粛」

ということで節電、行事、イベント等の中止が相次

ぎ経済への二次的被害も心配されています。

内田Ｒ財団委員長(左)と

　　　　　　　　米山功労者 齋藤逸朗会員

● パストガバナー白鳥政孝様より当クラブテリトリ

　 ー内の被害についてのお見舞い文が届きました。

● 織田ガバナーより義援金のお願い(第２信)が参り

   ました。ガバナー会として一人１万円をお預かり

   すると日本全体で約10億円近くになり、１回の縁

   石にかかる費用をご支援にまわしてほしいとのお

   願いがありました。

● 会長エレクトセミナーは４月10日(日)に変更にな

   りました。場所時間等は変更なし。

● 会長幹事会は４月15日(金)に変更になりました。

   場所時間等は変更なし。

● 地区協議会は４月24日(日)10：00点鐘、アパ東京

   ベイ幕張ホテルです。

● 被害の大きかったテリトリー内山武市、横芝光町

   各自治体へ義援金10万円ずつ持参。

会務報告



プログラムが2転3転して皆様には

大変ご迷惑をおかけいたしました。

①会報受領クラブ

・旭ＲＣ　・多古ＲＣ

②例会変更のお知らせ

・大網ＲＣ

　4/ 6（水）　会員卓話「災害(震災)と保険・税務

　　　　　　　　　　　　について」

　4/13（水）　法話：法光寺住職 新川上人

　4/20（水）　会員卓話「台湾旅行記」

・八日市場ＲＣ

　4/12（火）　夜間移動例会（花見会）

　　　　　　　点鐘18：30　柿岡屋

③米山梅吉記念館「館報」が届いております。

④ﾊｲﾗｲﾄよねやま号外(2011年3月25日発行)が届いて

おります。

⑤「第12回ロータリー国際囲碁大会」中止のお知ら

せが届いております。

⑥４月のロータリーレートは１ドル80円です。

⑦八匝少年少女発明クラブより第34回作品展出品目

録、年間活動経過報告等が届いております。

幹事報告

織田吉郎ガバナーからのお願い(第二信)

                               一部抜粋、省略

  3月22日付けで織田ガバナーから義援金のお願い

の文章が届きました。ガバナー会としては一人1万

円程度の義援金をいただけると考えていました。1

回の宴席にかかる費用を支援に回してほしいと期待

しています。日本全体のロータリアンで合計10億円

近くを被災地全体に分配し基準を設け各地区ガバ

ナーの判断で有効に使っていただくことを願ってい

ます。

当2790地区にも甚大な被害を受けた地域もあり分配

されると考えています。

　被災クラブや身近な避難民に対して支援されてい

るクラブやロータリアンもいると思います。義援金

をどのように使うかは各クラブの判断ですが、1つ

の選択肢としてガバナー会を通じた支援があること

を承知願いたい。

　義援金締め切りは1回目は3月31日、2回目は4月20

日とし4月25日に全34地区よりガバナーが集い最終

分配及びその後の支援締め切りについて討議する予

定です。

　ロータリーらしい支援についての私の考えです

が、今はしっかりとした視点を作った上で支援して

いくことが大切と考えています。災害初期にあって

の対応は政府や自治体の任務ですが、対応が届かな

い部分を即決対応力の大きな「個人」が緊急対応し

ています。

ロータリーの真価が問われるのは初期対応が一段落

し、間もなく始まるであろう復興支援期にロータ

リーらしい公正で建設的な支援ができるか否かで

す。

ロータリーは行政が打ち出す復興支援制度の網です

くうことのできない様々な困窮事案の支援に力を注

ぐべきと思います。そのためには地元ロータリアン

の要望を聞きながら共に活動してゆくのが最善だと

考えています。

　ガバナー会に集まった義援金は基本的には被災地

ガバナーにその使途をゆだねることとなりますが、

今後はガバナー相互に連携を強めつつこれまでの常

識や習慣の枠を超えて一致団結してこの難局を乗り

越えようと現在緊密な連絡を取り合っています。



例会日 会員数 出席

3月31日 43 28

MU ％

7 81.4

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

本日計 　 13,000円

累　計   702,000円

青柳誠君・椎名鐐一郎君・伊藤迪彦君・冨一美君

森川忠君・古西弘和君・安藤卓造君

　　…被災された方々の一日も早い復興を祈ります

菅井直秀君・秋葉講一君

　　…サケの稚魚放流事業にご協力ありがとうござ

　　　いました

小川佐内君

　　…皆様この度はご心配いただきありがとうござ

　　　いました。おかげ様で今週初めから営業する

　　　ことが出来ました。今後ともよろしくお願い

　　　致します。

ニコニコボックス

◇ 会員増強･退会防止委員会

　　常任委員長　　冨　　一美

大変悲壮感漂うニュースばかりですが、朗報を一つ

お伝え致します。後ほど皆さんにＦＡＸ致します

が、青柳会員のご紹介で、新入会員予定者上原広嗣

さんが来週お越しいただく予定となっております。

皆さん温かくお迎えくださるようお願い致します。

◇ 地区国際奉仕委員会

　　委員長  　菅井　直秀

この度の東日本大震災は津波により多くの生命が奪

われました。亡くなられた方々のご冥福をお祈りす

ると共に災害にあわれた方々にお見舞い申し上げま

す。

この大震災で来日されている外国人に各国から帰国

命令が出まして、外国人は皆さん自国に帰っていき

ました。ロータリーでは、米山の留学生、Ｒ財団の

奨学生がいますが、その方たちも全員帰国しまし

た。

日頃我々は自然放射線を浴びていますが、この放射

線の問題は日本の基準がとても厳しく、いろいろマ

スメディアの報道があります。実は意外と人体に影

響を及ぼさない程度のレベルの放射線しか出ており

ません。だから安心していいと思います。

チェルノブイリでは核爆発を起こしたにもかかわら

ず、後で子供の甲状腺ガンで600名程度が被害にあっ

ている程度です。大人には病気になった人はいな

かったとの事です。この放射線が飛び散っているこ

と、あまり放射能、放射能と怖がらなくてのいいの

ではないかと思います。

Ｒ財団の奨学生、米山の留学生が全員帰ってしまっ

たので、この3ヶ月間の予算が残っているので被災地

に回しましょうという考え方を織田ガバナーに提案

したいと思います。

次年度は決議23-34に基づいて次期社会奉仕委員長を

やっていきたいと思っていますが、次期は新しいこ

とをしてくれという山田ガバナーエレクトの希望も

あります。

これ等の被災者にどんな応援が出来るかを新事業と

して各クラブに目標にしてほしいと思います。当ク

ラブは皆さんで何が出来るのかを考えてほしいと思

います。

旭市はガバナー会からの義援金がおくられるので、

我々は山武市10万円、横芝光町へ10万円クラブの積

立金から義援金を送りました。

しかし、ボランティア活動とは被災者と同じ気持ち

になり、共に傷みを分ち合う事です。１人1万円程度

の義援金を会員全員で応援して頂きたいと思いま

す。

これ等を来週の理事会で検討し、又、皆さんにご報

告したいと思いますので

よろしくお願い致します。

委員会報告



3/11(金)サケの稚魚放流　　　　　　　　 於：光クリーンパーク


